
　当センターは、6月18日（月）午後4時から甲府市・
ホテル談露館で、平成24年度定時社員総会を開催し
ました。総会では、竹井清八理事長のあいさつに始ま
り、来賓として河野義彦山梨県企画県民部理事様（山
梨県知事代理）、唐木芳博山梨県警察本部長様から祝
辞をいただき、感謝状贈呈ののち議長を選出し議事
に入りました。

　事務局より平成23年度の「事業報告」と「決算報
告」、「監事監査報告」、さらに「新役員の選任」、「犯罪
被害者等早期援助団体の申請準備について」の議案
がそれぞれ提出され、全て承認されました。
　これに先立ち、同日午後3時からは平成24年度第1
回理事会が開かれ、平成23年度の「事業報告」、「決算
報告」などについて協議されました。

総会

公益社団法人 被害者支援センターやまなし だより

平成24年度 定時社員総会・理事会を開催
平成24年6月18日㈪　甲府市・ホテル談露館

1



　6月18日、平成24年度総会の議事に先立ち、山梨県企画県民部理事・河野義彦様と山梨県警察本部長・唐木
芳博様にご祝辞をいただきましたので、その一部を紹介します。

　犯罪被害者等の支援については平成
17年に策定された「犯罪被害者等基本
計画」に基づき、様々な取り組みがされ
ていますが、被害者支援センターやまな
しでは、設立以降、年を経るごとに組織
の位置づけが重みを増し、各種相談、カ
ウンセリング、付添い支援をはじめとし
たきめ細かな支援活動に取り組まれて
います。平成22年からは私ども県警察と
の協同により、中高生を対象にした「命
の大切さを学ぶ授業」を開催して、被害
者らを支える気運の醸成に大いに貢献
され、さらに、事件・事故被害者の自助グ
ループ「ゆるら」の結成に際しても尽力
されるなど、民間の被害者支援団体とし
て数多くの実績を残してこられました。

　被害者支援センターやまなしでは、
日々の支援のなかで犯罪被害者に対し
きめ細かな対応をされており、役職員、
ボランティア支援員の方々には心より感
謝申し上げます。また、「犯罪被害者等
早期援助団体」の指定を今年度目指さ
れると聞いており、被害者の権利利益の
保護が図られる社会の実現に向け、これ
まで以上に幅広く、質の高い支援活動に
取り組んでおられることに改めて敬意を
表します。
　県としましても「山梨県犯罪被害者等
総合支援窓口」において被害者らが抱
えている様々な問題に対し、相談対応や

これもひとえに役職員及びボランティア
支援員の皆様の努力のたまものである
と、改めて敬意を表します。
　昨年3月、第2次犯罪被害者等基本計
画が策定され、各種施策への更なる取り
組みの強化を図っていくこととされてお
りますので、貴センターの役割も今後、
益々大きくなるものと思われます。
　県警察としましても、引き続き貴セン
ターとの連携のもと、被害者やそのご家
族、ご遺族が平穏な生活を営むことがで
きるように努めてまいりますので、犯罪
被害者等早期援助団体となることも視
野に入れつつ、人的・経済的基盤を整備
し、活動の一層の充実を図られるよう期
待しております。

情報提供を行っておりますが、今後も被
害者らの視点に立ち、元の平穏な生活を
取り戻すことができるよう、必要な支援
を行ってまいりたいと思っております。
　犯罪被害者等が抱える心の痛みや
様々な問題は複雑かつ深刻であり、平穏
な生活を取り戻すためには、適切な支援
を途切れることなく行うとともに、県民
全体に被害者に対する思いやりを広め、
地域全体で被害者を支え合う社会とす
ることが重要となります。このため、今
後も、貴センターや県警、県をはじめとす
る関係機関の連携を一層強化できます
よう、ご協力をお願いいたします。

地域全体で被害者を支え合う社会に
山梨県企画県民部理事　河  野　義  彦

さらに重みを増す社会的役割
山梨県警察本部長　唐  木　芳  博

あなたの思いやりを　第16号
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　本日は、「被害者支援センターやまなし」の平成24
年度の定時社員総会を開催いたしましたところ、公
私とも大変お忙しい中、ご来賓として山梨県警察本
部の唐木本部長様、山梨県企画県民部の河野理事様
のご臨席をはじめ、会員の皆様方には多数のご出席
を賜り誠にありがとうございます。
　当センターは、皆様方のご尽力により平成19年4
月に「社団法人」として設立され、4年後の昨年4月1
日には「公益社団法人」として新たな第一歩を踏み
出し、被害者支援の業務を本格的に開始してから早
いもので満５年の歳月が経過しました。
　この間、当センターでは、各種の広報・啓発活動を
通じて広く県民の皆さんへの周知や理解を深めなが
ら、同時に事件・事故の被害者等への相談や精神的ケ
ア、あるいは裁判所、検察庁等への付添いなどの各
種支援活動に幅広く取り組み、特に、本年１月には被
害者やその遺族がお互いに支え、励まし合う自助グ
ループ「ゆるら」を結成するなど、着実に実績を重ね
ながら被害者やその家族の精神的負担の軽減等に努

平成24年度定時社員総会における竹井理事長のあいさつを紹介します。

早期援助団体の指定取得を目指す
被害者支援センターやまなし理事長　竹  井　清  八

めて参りました。
　今後も、より幅の広い、質の高い支援活動に取り
組んでいきたいと考えていますが、当面の課題も無
いわけではありません。事件・事故の発生直後から警
察と連携して支援活動が可能となる「犯罪被害者等
早期援助団体等」の指定を本年度の早い段階で山梨
県公安委員会から取得するため、現在、その申請に
必要な準備作業を計画的に進めているところです。
　また、全国的に見直し作業が進められている地震
や津波、異常気象等の大規模自然災害の被災者に対
する精神的ケアの必要性は痛感するものの、設立後、
日の浅い当センターでは、その対応についてまだま
だ困難な状況にありますので、組織基盤や人的基盤
の充実を図り、大規模災害の被災者にも対応可能な
センターを目指したいと考えています。
　会員の皆様方には、県民の期待や信頼に応えるこ
とのできる「被害者支援センター」を確立するため
に、より一層のご支援、ご協力のお願いを申し上げ
ます。
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平成23年度に実施された事業は以下の通りです。

事業名 実施事項 実施時期 /件数等 実施内容

相談活動の推進

電 話 相 談 等 年間/計159件
（内電子メール2件）

電話相談員（ボランティア）の技能向上を図るとともに、
適切に実施した。  

面 接 相 談 年間/9件 面接相談員（ボランティア）の技能の向上に努めるととも
に、適切に実施した。

専 門 相 談 年間/18件 臨床心理士による相談（カウンセリング）のみで、医師・弁
護士等による相談はなかった。

直接支援活動の
推進

付 き 添 い 支 援 年間/11回
被害者等の要請に基づき、直接支援員、専門相談員等に
よる計11回の付き添い支援を行い、精神的負担の軽減を
図った。（裁判所8件、検察庁2件、事故現場1件）            

日常生活への支
援に関する教養 通年

直接支援員（専門相談員、ボランティア等）に対し、被害直
後の被害者には、必要性に応じて買い物、身の回りの世話
等の直接支援を行う場合もある旨を常時、教養している。

間接的支援活動
の推進

間接支援 年間6件 被害者等の要請に基づき、関係機関・団体の紹介、情報の
提供、申請の補助等を行った。

自助グループへ
の支援 通年（毎月開催）

1月23日に被害者同士で支えあえる自助グループ「ゆる
ら」を結成した。毎月1回の定例開催と活動に対する積極
的な支援を行った。

ボランティアの
育成・養成

研 修 会
（ 育 成 講 座 ）

年間/計15回
（延べ122名）

支援員の知識・能力、電話対応・面接技術の向上に加え、メ
ンタルケアを目的とした臨床心理士等による系統的な研
修会を開催した。

新規募集及び養
成講座

（第5期生）

平成23年12月〜
平成24年3月の延べ
7日間

新規支援員の養成講座を開催した（第5期生：修了者4
名）。現在、活動中の支援員を含め、広く開放して参加を呼
びかけたところ第5期生以外にも20数名が参加した。

相談体制の充実

専門相談員の委
嘱と緊密な連携 通年/委嘱数9人

相談業務の充実を図るため、専門相談員（精神科医3名、
臨床心理士6人）を委嘱し、緊密な連携の下に必要な体制
の整備に努めた。

代理被害の防止 通年 支援員の代理被害を防止するために、臨床心理士、医師等
による教養を実施した。

広報・宣伝活動

広報・宣伝活動

機関誌発行
/年3回（計5,000部）

機関誌「あなたの思いやりを」を発行し、会員等へ業
務内容、活動状況を報告した。（第13号=8/8、第14号
=12/22、第15号=3/26）

広報資料等の作成
/ 通年

チラシ・リーフレット等（4種類2万5,000部）、クリア
ファイル（5,000部）、ポケットティッシュ（2万5千個）
の作成・配布、新聞広告（52回）、電光掲示広告、路線バス
への掲出広告等により、事業内容の広報に努めた。 

街頭活動等 / 通年 JR甲府駅前、小瀬スポーツ公園、コラニー文化ホール、南
アルプス市櫛形総合会館等

啓 発 活 動

ホームページ、講師派
遣、ダイレクトメール等
/通年

ホームページ、ダイレクトメール、講師の派遣（2回）等に
より、犯罪被害者等の現状及び支援活動の重要性・必要性
について理解を深め、その周知を図った。

講演会、命の大切さを学
ぶ授業（講演会）/通年

従来の講演会に加え、高校生を対象にした「命の大切さを学
ぶ授業」も取り入れ、若者や県民全体の理解と意識の高揚
を図った（計11回、5,375人/前年：6回1,437人：3.7倍）。

調査研究活動 研 究 活 動 通年

全国規模、関東ブロック規模の犯罪被害者支援に関する
研修会、他の関係機関が開催する各種講座・講演会等へ
積極的に参加し、被害者支援活動の現状・問題点、支援
団体のあり方等について研究した。（延べ13回22日間、
96名参加）

あなたの思いやりを　第16号

平成23年度 事業報告
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顧 問

参 与

理 事 長

副理事長

専務理事

理 事

監 事

横 内 正 明
浅 川 力 三
真 家 　 悟
荻 野 正 直
野 幹 男

長 澤 利 久
廣 瀬 久 信
薬 袋 　 健
牛 奥 久 代
乙 黒 泰 樹

藤 巻 秀 子

竹 井 清 八
山 口 勝 弘
山 角 　 駿
小 野 忠 則
浅 野 正 一
天 野 竹 久
石 川 　 恵

大 澤 英 二
大 森 武 正
金 丸 康 信
小 林 　 明

新 海 一 男

成 澤 廣 之
西 川 勝 仁
武 者 吉 英
上 野 敬 一
白 井 秀 樹

山梨県知事

山梨県議会議長

山梨県警察本部 本部長

山梨県市長会会長

山梨県町村会会長

山梨県経営者協会会長

山梨県農業協同組合中央会会長

㈳山梨県医師会会長

山梨県女性団体協議会会長

（公社）日本青年会議所関東地区

　　　山梨ブロック協議会会長

（公社）山梨県看護協会会長

山梨県商工会連合会前会長

山梨県臨床心理士会会長

山梨県精神科病院協会会長

（公社）被害者支援センターやまなし

㈳山梨県建設業協会会長

㈶山梨県交通安全協会専務理事

山梨県弁護士会

  犯罪被害者支援センター委員長

NPO法人山梨いのちの電話理事長

山梨県遊技業協同組合理事長

㈱テレビ山梨代表取締役社長

山梨県商工会議所連合会

　甲府商工会議所事務局次長

山梨県中小企業団体中央会

　　　　　　　　　専務理事

（一社）山梨県警備業協会専務理事

㈱山梨文化会館代表取締役

山梨県産婦人科医会前会長

山梨県司法書士会副会長

東京地方税理士会山梨県会

　　　大月支部業務対策部長

平成23年度 平成 22年度 増減

収
　
入

会 費 収 入 4,074,395 3,958,500 115,895

寄 付 金 収 入 487,101 931,417 -444,316

補 助 金 等 収 入 10,372,274 10,334,400 37,874

雑 収 入 9,600 2,0984 7,502

経 常 収 益 合 計 14,943,370 15,226,415 -283,045

支
　
出

事 業 費 10,552,550 9,770,350 782,200

管 理 費 4,497,080 4,626,232 -129,152

経 常 費 用 合 計 15,049,630 14,396,582 653,048

当 期 経 常 増 減 額 -106,260 829,833 -936,093

正 味 財 産 期 末 残 高 2,005,747 2,063,007 -57,260

センター役員

平成23年度 決算 （前年度比較）　　（単位:円）

（順不同・敬称略）
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　当センターは、財政基盤が脆弱のため、広く「犯罪
被害者支援寄付金付き自動販売機」の設置をお願い
しております。缶ジュース等の売り上げの一部をご
寄付いただくもので、自動販売機にはその趣旨を示
すステッカーが貼られます。今回、㈱フローレン様の
仲介を得て、市川三郷町様にご理解・ご協力をいただ
き、市川三郷町役場本庁舎2階にこの自動販売機を
導入いただきました。
　7月24日、竹井理事長とセンター役員で市川三郷
町役場を訪問、久保眞一町長に感謝の意を伝えまし
た。
　当センターでは、今後も寄付金付き自販機の設置
を広くお願いしてまいります。自販機契約更新や新
規設置の際はご検討をお願いいたします。

　山梨県遊技業協同組合、株式会社フローレンは、被
害者支援活動の重要性に深い理解を寄せられ、当セ
ンターに公益事業推進のための浄財を寄付されまし
た。6月18日に開かれた定時社員総会の中で、同組

株式会社フローレン・赤松総務部長山梨県遊技業協同組合・大森理事長

合・大森武正理事長、同社・赤松英雄総務部長にご出
席いただき、当センター竹井理事長より感謝状を贈
りました。

市川三郷町役場本庁舎に設置された寄付

金付き自販機と久保町長㊨、竹井理事長

感謝状を贈呈

あなたの思いやりを　第16号

山梨遊技業協同組合　株式会社フローレン

市川三郷町が寄付金付き自動販売機を設置

6



　当センターは、山梨県警と共催で、「命の大切さを
学ぶ授業」を開催しています。
　県内の中高生らを対象に、犯罪等で大切な人を亡
くされた遺族等の講演会を開き、被害者遺族の思い
や心の痛みと生命の大切さを訴え、将来を担う子ど
もたちに被害者に対する理解と配慮の意識を涵養す
るとともに、「犯罪を犯してはならない」という規範
意識の向上を図るものです。
　これは、社会全体で被害者を支え、被害者も加害者
も出さない街づくり事業の一環として行われていま
す。

　当センターでは7月19日、
県警音楽隊の「ミニコンサー
ト」に合わせ、JR甲府駅北口
のペデストリアンデッキ「ク
リスタルアース」前で、被害
者支援への理解と協力を得る
ための啓発活動を行いまし
た。
　このコンサートは、毎月第
3木曜日のお昼休み、12時20
分から30分間行われるもの
で、集まった観客約50人のほ
か、駅利用者にパンフレット
などを手渡しました。

　当センター主催の「犯罪被害
者支援講演会」を、11月28日㈬
午後1時30分から、新山梨県立
図書館（甲府市北口2-8-1）多目
的ホールで開きます。講師は、
NPO法人いのちのミュージア
ム代表理事で、息子の事故をき
っかけに「危険運転致死傷罪」の
成立に尽力した鈴木共子さん。
たくさんの皆様のご来場をお願
いいたします。

　今年度の同講演会は、全9回開かれる予定で、その
うち7月23日、富士河口湖高校では全校生徒を対象
に曽我喜美子氏に講演をしていただきました。

実施日時 場　　所 対　　象　 講師（敬称略）

平成24年 ４月 19日 14:20 〜 県 立 甲 府 昭 和 高 校 全校生徒 澤田美代子
平成24年 ５月 ８ 日 13:30 〜 甲 府 市 立 城 南 中 学 校 1・2年生 鴻巣　堯子
平成24年 ５月 21日 14:50 〜 県 立 市 川 高 校 全校生徒 高森　節子
平成24年 ７月 23日 13:30 〜 県 立 富 士 河 口 湖 高 校 全校生徒 曽我喜美子
平成24年 11月17日 13:30 〜 村 立 道 志 中 学 校 全校生徒（保護者） 大野　玲子
平成24年 11月 21日 13:40 〜 私 立 帝 京 第 三 高 校 1・3年生 和氣みち子
平成24年  12月 19日 14:20 〜 県 立 白 根 高 校 全校生徒

未定平成24年  12月 20日 13:30 〜 県 立 富 士 北 稜 高 校 全校生徒
平成25年  ３月 ５ 日 13:25 〜 県 立 韮 崎 高 校 1・2年生

平成24年度の「命の大切さを学ぶ授業」

県警音楽隊ミニコンサートでPR

7月19日 甲府駅

犯罪被害者支援講演会

いのちのミュージアム代表理事

鈴木共子さんを招き

11月28日午後1時30分〜

新県立図書館

命 の 大 切 さ を 学 ぶ 授 業
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受付：10:00〜16:00（土・日・祝日・年末年始は除く）

法人・団体
●甲斐北ライオンズクラブ
●原税務会計事務所
●株式会社　ダイタ

個　　人
●三澤　　聡
●佐々木　宏
●小沢　鋭仁

この広報紙はボート
レースの交付金による
日本財団の助成金を受
けて作成しました。

　当センターの運営は、山梨県及び
県内市町村の「助成金」と法人（各種
団体・事業所）、個人の皆様方の「会
費」、「賛助会費」、「寄付金」等によっ
て賄われておりますが、収益事業を
行っていないため、財政基盤が十分
ではないのが実情です。
　現在も、被害者支援に関する事業
を安定的かつ継続して行っていくた

めに必要な財源が不足しており、その財源につきま
しては県民の皆様の浄財に頼らざるを得ない状況に
あります。
　このため、当センターでは被害者支援活動の必要
性や当センターの果たす役割の重要性を広く県民に
訴え、多くの方々の理解と協力を求めています。
　なお、賛助会員、寄付金の募集内容は以下の通りで
す。ご協力よろしくお願いいたします。

当センターの運営は
皆さまからの浄財を頼りとしております

●田辺　郁雄
●内藤　京子
●中村　一郎
●大木　正人
●伊藤　美佳
●小谷　行雄
●植野　一保
●一瀬　英史
●佐々木　宏
●宮坂　　清
●芦澤美也子

●石川　善文
●藤原　　剛
●原税務会計事務所
●小林　一敏
●落合　とみ
●関　登鯉子
●深沢　弘昭
●小田切　聡
●匿名1名

　当センターでは、ボランティア支援員第6期生
を募集しています。11月30日締め切り。応募資格
はおおむね30歳から65歳までの心身ともに健康
で、月1〜 2回程度の相談業務に従事できる方。書
類審査ののち12月から来年3月までの間に開かれ
る「養成講座」（全7回）を受講していただきます。
詳しくは当センターホームページをご覧いただく
か、事務局☎055（228）8639へご連絡ください。

あなたの思いやりを　第16号

あなたの思いやりが被害者を支えています。

ご協力感謝申し上げます。

賛助会員入会者

寄　付　者

（敬称略・順不同）　（平成24年4月1日〜平成24年7月31日）

賛助会員を募集しています!! ボランティア支援員を募集
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